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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第９期 

第１四半期累計期間 
第８期 

会計期間 
自2021年４月１日 
至2021年６月30日 

自2020年４月１日 
至2021年３月31日 

売上高 （千円） 635,396 2,241,557 

経常利益 （千円） 32,711 11,767 

四半期（当期）純利益 （千円） 19,806 15,915 

持分法を適用した場合の 

投資利益 
（千円） － － 

資本金 （千円） 88,017 88,017 

発行済株式総数 （株） 1,362,900 1,362,900 

純資産額 （千円） 2,215,719 2,195,912 

総資産額 （千円） 5,145,356 5,171,987 

１株当たり四半期（当期） 

純利益 
（円） 14.53 11.68 

潜在株式調整後１株当たり 

四半期（当期）純利益 
（円） － － 

１株当たり配当額 （円） － － 

自己資本比率 （％） 43.1 42.5 

 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。 

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。 

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。 

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上

場であり、期中平均株価が把握できないため記載しておりません。 

５．１株当たり配当額については、無配のため記載しておりません。 

６．当社は、第８期第１四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、第８期第１四半期累

計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。 

 

２【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会

社における異動もありません。 
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、新規上場申請のための有価証券報告書

（Ⅰの部）に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。なお、当社は、前

第１四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、前年同四半期累計期間との比較分析は行っ

ておりません。 

 

(1)経営成績の状況 

当第１四半期累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルスの拡大防止に向けた経済活動の自粛により、

個人消費や企業収益に大きな影響を与え、今後の景気の更なる下振れリスクや金融資本市場の変動等について予断

を許さない状況となりました。 

また、当社の業績に影響を与える国内建設業界におきましては、公共投資は堅調に推移しているものの、民間投

資については新型コロナウイルスの影響により、依然として厳しい状況が続いております。 

このような状況のもと、当社におきましては、仮設機材のレンタルから販売に至るまでワンストップで行えるサ

ービスの強みを活かし、引き続き顧客満足度の向上に取り組んでまいりました。また、新型コロナウイルス感染症

の拡大の影響を受け中断や着工の延期がされていた工事に緩やかな回復基調がみられ、当第１四半期累計期間にお

ける売上高は635百万円、営業利益16百万円、経常利益32百万円、四半期純利益19百万円となりました。 

なお、当社はレンタル関連事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。 

 

(2)財政状態の分析 

当第１四半期会計期間末の総資産は、5,145百万円となり、前事業年度末と比べ26百万円減少いたしました。こ

の主な要因は、現金及び預金の増加26百万円、受取手形及び売掛金の増加90百万円、有形固定資産の減少166百万

円等によるものであります。 

負債合計は、2,929百万円となり、前事業年度末と比べ46百万円減少いたしました。この主な要因は、未払法人

税等の増加17百万円、買掛金の増加87百万円、長短借入金の減少60百万円、未払消費税等の減少89百万円等によ

るものであります。 

純資産合計は、2,215百万円となり、前事業年度末と比べ19百万円増加いたしました。この主な要因は、当四半

期純利益19百万円を計上したことによる利益剰余金の増加19百万円によるものであります。 

 

(3)会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定 

新規上場のための有価証券報告書（Ⅰの部）に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フ

ローの状況の分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。 

 

(4)経営方針・経営戦略等 

当第１四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。 

 

(5)優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題 

当第１四半期累計期間において、当社が優先的に対処すべき事実上及び財務上の課題について重要な変更はあり

ません。 

 

(6)研究開発活動 

該当事項はありません。

 

(7)経営成績に重要な影響を与える要因 

当第１四半期累計期間において、経営成績に重要な影響を与える要因に変更はありません。 

 

(8)資本の財源及び資金の流動性についての分析 

新規上場のための有価証券報告書（Ⅰの部）に記載した資本の財源及び資金の流動性について重要な変更はあり

ません。 
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３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式 5,400,000 

計 5,400,000 

 

 

②【発行済株式】

種類 
第１四半期会計期間末
現在発行数（株） 
（2021年６月30日） 

提出日現在発行数（株） 
（2021年８月12日） 

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名 

内容 

普通株式 1,362,900 1,362,900 非上場 
単元株式数

100株

計 1,362,900 1,362,900 － － 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権の状況】

該当事項はありません。 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。 

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 
発行済株式総
数増減数 

（株） 

発行済株式総
数残高（株） 

資本金増減額 
（千円） 

資本金残高 
（千円） 

資本準備金増
減額 
（千円） 

資本準備金残
高（千円） 

2021年４月１日～ 

2021年６月30日 
－ 1,362,900 － 88,017 － 78,017 

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

2021年６月30日現在 
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） － － － 

完全議決権株式（その他） 普通株式 1,362,800 13,628 

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であり、単元株式

数は100株であります。 

単元未満株式 普通株式    100 － － 

発行済株式総数 1,362,900 － － 

総株主の議決権 － 13,628 － 

 

②【自己株式等】

該当事項はありません。 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について 

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。 

 

２．監査証明について 

当社は、株式会社名古屋証券取引所の「有価証券上場規程」第３条第７項の規定に基づき、第１四半期会計期間

（2021年４月１日から2021年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（2021年４月１日から2021年６月30日まで）に

係る四半期財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。 

 

３．四半期連結財務諸表について 

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。

 

４．最初に提出する四半期報告書の記載上の特例 

当新規上場申請のための四半期報告書は、「企業内容等開示ガイドライン24の４の７―６」の規定に準じて前年同

四半期との対比は行っておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

    （単位：千円） 

  前事業年度 
（2021年３月31日） 

当第１四半期会計期間 
（2021年６月30日） 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 488,092 514,869 

受取手形及び売掛金 309,779 400,368 

商品及び製品 39,635 52,906 

仕掛品 8,565 5,451 

貯蔵品 1,449 1,392 

その他 119,096 121,467 

貸倒引当金 △1,124 － 

流動資産合計 965,495 1,096,456 

固定資産    

有形固定資産    

賃貸資産（純額） 1,779,358 1,629,958 

土地 1,713,184 1,713,184 

その他（純額） 594,924 577,819 

有形固定資産合計 4,087,467 3,920,962 

無形固定資産 42,272 41,254 

投資その他の資産    

その他 97,295 107,226 

貸倒引当金 △20,543 △20,543 

投資その他の資産合計 76,751 86,682 

固定資産合計 4,206,492 4,048,899 

資産合計 5,171,987 5,145,356 

負債の部    

流動負債    

買掛金 7,215 95,141 

短期借入金 600,000 700,000 

１年内償還予定の社債 20,000 20,000 

１年内返済予定の長期借入金 642,768 642,768 

未払金 68,579 60,928 

未払法人税等 2,650 20,057 

賞与引当金 27,266 41,852 

その他 168,711 75,160 

流動負債合計 1,537,191 1,655,907 

固定負債    

長期借入金 1,384,765 1,224,073 

資産除去債務 17,102 17,144 

その他 37,015 32,511 

固定負債合計 1,438,883 1,273,729 

負債合計 2,976,074 2,929,637 

純資産の部    

株主資本    

資本金 88,017 88,017 

資本剰余金 306,668 306,668 

利益剰余金 1,801,226 1,821,033 

株主資本合計 2,195,912 2,215,719 

純資産合計 2,195,912 2,215,719 

負債純資産合計 5,171,987 5,145,356 
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（２）【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

  （単位：千円） 

 
 当第１四半期累計期間 
(自 2021年４月１日 
 至 2021年６月30日) 

売上高 635,396 

売上原価 486,699 

売上総利益 148,697 

販売費及び一般管理費 131,776 

営業利益 16,920 

営業外収益  

足場資材売却益 16,612 

受取家賃 3,891 

その他 1,207 

営業外収益合計 21,710 

営業外費用  

支払利息 2,359 

賃貸費用 2,973 

その他 585 

営業外費用合計 5,919 

経常利益 32,711 

税引前四半期純利益 32,711 

法人税、住民税及び事業税 20,057 

法人税等調整額 △7,152 

法人税等合計 12,904 

四半期純利益 19,806 
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当第１四半期会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、

当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これにより、従

来売上原価として計上していた一部の費用について、在庫リスクが無い商品の仕入高につきましては、当第１四

半期会計期間より顧客に支払われる対価として、売上高から減額しております。

 この結果、当第１四半期累計期間の売上高および売上原価はそれぞれ13百万円減少しますが、営業利益に与え

る影響はありません。よって、利益剰余金の当第１四半期計上額に影響はありません。

 収益認識会計基準の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当第１四半期会計期間の期首から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認識会計基準第86項に

定める方法を適用し、当第１四半期会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従ってほとんどすべての収益の

額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識会計基準第86項また書き(1)

に定める方法を適用し、当第１四半期会計期間の期首より前までに行われた契約変更について、すべての契約変

更を反映した後の契約条件に基づき会計処理を行っております。 

 収益認識会計基準等を適用しましたが、収益認識会計基準第89－２項に定める経過的な取扱いに従って、前事

業年度について新たな表示方法により組替を行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」

（企業会計基準第12号 2020年３月31日）第28－15項に定める経過的な取扱いに従って、前第１四半期累計期間

に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。 
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（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。 

 
当第１四半期累計期間 

（自 2021年４月１日 
至 2021年６月30日） 

減価償却費 217,773千円 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】 

当社は、レンタル関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

 

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

当第１四半期累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年６月30日） 

  売上高（千円）

レンタル売上 491,890

販売売上（新機材） 93,881

販売売上（シート） 16,575

販売売上（その他） 3,003

工事売上 30,046

顧客との契約から生じる収益 635,396

外部顧客への売上高 635,396
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（１株当たり情報）

 １株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 
当第１四半期累計期間 

（自 2021年４月１日 
至 2021年６月30日） 

１株当たり四半期純利益 14円53銭 

（算定上の基礎）  

四半期純利益（千円） 19,806 

普通株主に帰属しない金額（千円） － 

普通株式に係る四半期純利益（千円） 19,806 

普通株式の期中平均株式数（株） 1,362,900 

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったもの

の概要 

－ 

（注）1．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上場であり、

期中平均株価が把握できないため記載しておりません。 

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。 

 

２【その他】

該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 該当事項はありません。 
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